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年度アスファルト合材製造数量 　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協
会

東
北
支
部
︵
野
口
秀
典
支
部
長
︶

は

会
員
企
業
が
保
有
す
る
２
０

２
４
年
度
第
３
四
半
期
︵




月
︶
ま
で
の
ア
ス
フ

ル
ト
合
材

製
造
数
量
を
ま
と
め
た

新
規
合

材
は
前
年
同
期
比
３
・
４
％
増
の


万


一
般
工
事
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
再
生
合
材
は
県
市
町
村
発

注
工
事
の
減
少
に
伴
い

・
２
％

減
の
２
０
４
万
８
０
０
０

で


合
計
は
６
・
２
％
減
の
３
０
２
万

８
０
０
０

と
な

た

こ
の
ま

ま
推
移
す
る
と

年
度
の
製
造
数

量
は
３
７
５
万

前
後
と
な
り


統
計
開
始
以
来

最
少
と
な
る
見

込
み
だ


　
第
３
四
半
期
は
新
規
合
材
が


万
８
０
０
０

で
前
年
同
期
比
１

・
４
％
増

再
生
合
材
は

・
６

％
減
の

万

で

合
計
は
８
・

１
％
減
の
１
２
１
万
８
０
０
０


と
な
り

第
１
・
第
２
四
半
期
か

ら
さ
ら
に
悪
化
し
た

他
の
工
事

に
比
べ
舗
装
工
事
の
発
注
が
大
幅

に
減
小
す
る
中

各
県
の
道
路
損

傷
が
進
み

早
期
の
予
算
化
が
必

要
な
こ
と
に
加
え

資
材
の
高
騰

や
運
搬
な
ど
経
費
の
増
加

電
力

費
高
騰
で
各
プ
ラ
ン
ト
の
経
営
は

悪
化
し
て
お
り

﹁
さ
ら
な
る
合

材
単
価
へ
の
転
嫁
が
必
要
﹂
と
し

て
い
る


　
各
県
の
四
半
期
累
計
は

青
森

県
が
前
年
同
期
比
９
・
３
％
増
で


Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
関
係
の
出
荷
が
増
え

た
三
八
地
区
が

％
増

東
青
地

区
も

％
増
だ

た

岩
手
県
は

０
・
５
％
の
微
減
で

宮
古
・
釜

石
地
区
は

％
減
と
厳
し
い
状
況

が
続
く

宮
城
県
は
石
巻
・
気
仙

沼
地
区
が

％
減

仙
台
地
区
は


％
減

県
北
も
４
％
減
と
全
体

で

・
１
％
減
と
第
１
・
第
２
四

半
期
か
ら
の
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る


　
秋
田
は
４
・
５
％
減
で
秋
田
・

由
利
地
区
が
８
％
減

鹿
角
・
北

秋
田
・
山
本
も
４
％
減
だ

た


山
形
県
は
置
賜
地
区
が
高
規
格
道

路
開
通
後
の
反
動
減
で

％
と
大

幅
に
減
少
し

庄
内
地
区
は

％

減

最
上
・
村
山
地
区
も

％
減

と
全
体
で

・
３
％
減
と
停
滞
し

た

福
島
県
は
２
・
４
％
減
で


会
津
地
区
が
１
％
増

浜
通
り
地

区
は
増
減
な
し
県
北
は
９
％
減


県
中
は
２
％
減
だ

た

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